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フィリピン人介護職員の時代背景(経済)

過去4年間のフィリピンの
実質GDP成⾧率はフィリピン
統計局によると下記になります。

2016年 6.9％
2017年 6.7％
2018年 6.2％
2019年 5.9％

１％台を推移している日本と比べ、非常に高い成⾧率を維持しています。

.



フィリピン人介護職員の時代背景(経済)

アセアン諸国の実質GDPの平均値よりも高い数値で推移しており、
経済の好調さがうかがえます。

.



フィリピン人介護職員の時代背景(人口)

 フィリピンの人口動態、人口成⾧率を見てみると、
2014年には人口1億人を突破し、さらに増え続けています。

 JETRO（日本貿易振興機構）によると、
フィリピンは2062年まで人口ボーナス期が継続します。

出典: 経済産業省2020年

.



人口ボーナス期とは

労働力増加率が人口増加率よりも高くなり、人口に対する労働力が
豊富な状態となることで、経済成⾧が促進される時期を指します。
日本は1960年代の高度成⾧期に人口ボーナス期を迎え、2005年に
人口ボーナス期が終了しています。その他の東南アジア諸国では、タイは
2031年、ベトナムは2041年、インドネシアは 2044 年まで続きます。

2005年 2041年2031年 20062年2044年



フィリピン人介護職員の時代背景
(インターネット)

 2020年のInternet World 
Stats データによると、フィリピン
のインターネット普及率は
72.1%です。

 日本での就労を目指す20～30
代のフィリピン人のほとんどは、
スマートフォンを所持しています。 .

出典: Internet World Stats 2020年



フィリピン人介護職員の時代背景
(インターネット)

 彼らは生まれた時からインターネットがある
デジタルネイティブ世代です。

 SNSを使いこなして、活発に情報収集と
情報発信を行います。

 フィリピンのネットユーザーの97％が
フェイスブックを使っています。
フェイスブックの利用滞在時間では
フィリピンが世界一です。



フィリピン人介護職員の本音➀

経済成⾧と人口増加を背景に、フィリピンの国自体に勢いがあります。
日本を始め世界各国から企業が進出し、国内での就職先も増えてきました。
家族を支えるために、どうしても海外で働かなくてはならないといった家庭の
事情も、昔ほどの切迫感はありません。国内で働いて家族と一緒に過ごす
選択肢も十分に魅力的です。

無理して海外で働かなくてもいい



フィリピン人介護士の本音②

インターネットを使って世界中からの情報にアクセスできる環境
にあります。英語が堪能な彼らは日本だけではなく、世界各国の
情報もたくさん仕入れています。
彼らが介護士として働ける国は、日本以外にもあります。言語障
壁の少ない英語圏で、定住や家族を呼び寄せることが可能な国、
例えば、カナダなども人気です。

介護士として働ける国は、世界中にある



雇用主が知っておくべきポイント

フィリピン国内が経済発展しているため、どうしても海外で
働かなくてはならないといった意識は、昔に比べて薄れてき
ています。さらに、世界の先進国で高齢化が進んでおり、介
護士が求められています。フィリピン人介護士が活躍できる
職場は世界中にあります。したがって、⾧期的に人材定着を
求めるのであれば、特別な努力が必要になります。

今後数年以内に中国だけでなく、タイも高齢化が始まります。

今後フィリピン人介護職員の争奪戦が!?



人材定着のための３つの取り組み



地域を巻き込んだ受入れ体制の構築

昨今フィリピンでは日本旅行がブームになるなど、日本は憧れの国の１
つになっています。フィリピン人介護職員にとって日本で働くことは魅力
的です。この機を逃さないように受入れの準備を進めることが重要です。
彼らを労働者としてだけではなく、日本で暮らすひとりの生活者として
捉え、ひとりの人間として尊厳を持って接することが重要です。
施設とその地域が共に彼らの暮らしをサポートして、
日本で生活する魅力を伝え、理解してあげる
ことが人材の定着に繋がります。



SNSを活用してトラブルや不満を
早期発見
デジタルネイティブの若いフィリピン人介護士は、SNSを使って頻繁に情報を
発信しています。
職場でのトラブルや不満、心配事などを、直接上司や職場の日本人の同
僚に話すことはありませんが、SNS上で公開することはよくあります。
彼らの様子や気持ちを対面のコミュニケーションだけではなく、SNS上の投稿
からも読み取って対応することで、トラブルを早期発見し、人材流出を防ぐこ
とが出来ます。



⾧期休暇制度の検討

フィリピン人は家族をとても大切にします。家族と離れて暮らす彼らにとって
年に１回でも⾧期休暇が取れて、家族との時間を得られることは、日々の
仕事に対するモチベーションアップにも繋がります。
平常の勤務日数を増やし、その分⾧期休暇が取れるような柔軟な勤務

体制を作ることは、人材の定着に大きく貢献します。
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